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最寄駅：ＪＲ・新宿駅南口・中央東口より徒歩8分　東京メト
ロ丸ノ内線・都営新宿線・新宿三丁目駅より徒歩3分

担当：柳下（やぎした） 電話：03-3357-3377
e-mail：somu@fits-tyo.com

富士国際旅行社 旅行業務スタッフ
社員募集

① 2006年４月より働ける方

② 2007年３月卒業見込みの方

③ 年齢25歳位までの転職希望の方

◆応募締め切り
①　2006年１月末
②、③　2006年２月末

〈１〉履歴書　〈２〉自己紹介・志望動機（自
筆800字位）をお送り下さい。

職種：海外国内旅行業務全般

パート・アルバイト募集

◎学生（二部）の方　◎30歳位までの方

◎週３日以上勤務できる方

9：30～18：00で実働５時間以上
時給：850円～（経験による）
交通費支給（規定による）
●お電話の上、履歴書をお送り下さい。

旅行業務（事務・ＰＣ入力・デリバリー等）

Peace

Green

Humanity
募
集

四
国
西
南
部
の
幡
多
（
は
た
）
地

域
は
、
古
代
に
「
波
多
」
と
書
か
れ

た
ほ
ど
海
と
深
い
か
か
わ
り
が
あ
り

ま
す
。
黒
潮
の
影
響
を
強
く
受
け
、

亜
熱
帯
域
の
生
物
と
温
帯
域
の
生
物

が
入
り
交
じ
っ
て
い
ま
す
。
大
月
町

柏
島
に
は
、
一
千
種
以
上
の
魚
が
生

息
し
、
岸
壁
や
橋
の
上
か
ら
で
も
赤

や
オ
レ
ン
ジ
、
青
や
黄
色
な
ど
ト
ロ

ピ
カ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
が
何
種
類
も
群

れ
て
泳
い
で
い
る
の
が
見
ら
れ
ま
す
。

こ
の
柏
島
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
黒
潮

実
感
セ
ン
タ
ー
が
誕
生
し
、
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
や
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
な
ど

海
の
体
験
学
習
を
し
て
い
ま
す
。
な

か
で
も
、
森
の
間
伐
材
を
海
に
沈
め

て
イ
カ
の
産
卵
場
を
つ
く
る
活
動
は
、

山
と
海
の
子
ど
も
た
ち
と
森
林
関
係

者
と
漁
業
関
係
者
を
結
ぶ
、
海
の
再

生
事
業
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
ま

す
。神

奈
川
県
の
高
校
生
た
ち
が
、
総

合
学
習
で
自
分
た
ち
の
川
の
流
域
調

査
を
し
た
上
で
、
修
学
旅
行
で
体
験

型
宿
泊
施
設
の
四
万
十
楽
舎
を
訪
れ

ま
し
た
。「
森
と
川
と
海
を
結
び
、
流

域
に
く
ら
す
人
々
の
生
き
方
に
ふ
れ

た
い
」
と
い
う
高
校
生
た
ち
の
学
び

の
旅
は
、
地
元
の
高
校
生
と
の
カ
ヌ

ー
体
験
、
森
林
関
係
者
と
共
に
森
林

保
全
体
験
、
下
流
域
の
ト
ン
ボ
公
園

で
の
自
然
保
護
活
動
な
ど
充
実
し
た

も
の
で
し
た
。
な
か
で
も
、
修
学
旅

行
生
が
学
校
に
提
案
し
、
校
内
の
カ

フ
ェ
テ
ラ
ス
に
、
四
万
十
の
木
材
で

地
域
の
大
工
さ
ん
に
よ
っ
て
つ
く
ら

れ
た
テ
ー
ブ
ル
と
椅
子
の
四
万
十
川

コ
ー
ナ
ー
づ
く
り
は
、
都
市
・
山
村

交
流
の
小
さ
な
空
間
づ
く
り
と
な
り

ま
し
た
。

宿
毛
市
芳
奈
に
は
、
国
の
重
要
有

形
文
化
財
「
浜
田
の
泊
り
屋
」
が
あ

り
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
施
設

「
泊
り
屋
工
房
」
を
建
設
し
、
都
市
・

山
村
交
流
の
拠
点
と
し
て
、
五
右
衛

門
風
呂
、
釜
戸
を
つ
く
り
ま
し
た
。

今
年
は
秋
祭
り
に
、
五
十
年
ぶ
り
に

地
芝
居
を
復
活
、「
ど
ぶ
ろ
く
づ
く
り
」

や
若
衆
宿
の
風
習
を
喜
劇
化
し
て
上

演
し
ま
し
た
。
神
社
の
境
内
を
舞
台

に
し
た
地
芝
居
に
特
に
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
が
膝
を
た
た
い
た
り
で
大
笑

い
し
、
役
者
も
本
物
の
「
ど
ぶ
ろ
く
」

に
酔
っ
て
ア
ド
リ
ブ
を
乱
発
し
、
見

物
人
と
一
体
と
な
っ
た
楽
し
い
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

幡
多
地
域
に
は
、
こ
の
よ
う
な
都

市
分
・
山
村
交
流
を
支
え
る
グ
ル
ー

プ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
が
根
を
広
げ
始
め
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
修
学
旅
行
や
エ

コ
ツ
ア
ー
が
関
東
・
関
西
方
面
か
ら

年
々
増
え
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
、
ツ
ア
ー
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
の
育
成

や
企
画
・
運
営
力
ア
ッ
プ
な
ど
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
域
再
生
に
は
、

足
元
か
ら
世
界
を
見
通
し
、
自
分
た

ち
の
頭
で
考
え
、
実
行
し
、
ね
ば
り

強
く
希
望
を
引
き
寄
せ
て
い
く
仲
間

た
ち
が
必
要

で
す
。
幡
多

に
大
学
教
育

の
場
づ
く
り

が
始
ま
り
、

大
学
の
研
究

者
と
地
域
の

実
践
家
を
結

ぶ
幡
多
ア
カ

デ
ミ
ー
が
ス

タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
全
国

の
研
究
者
の

人
々
が
幡
多

を
訪
れ
、
学

び
の
場
づ
く

り
を
応
援
し
、

私
た
ち
は
豊
か
な
自
然
と
人
と
の
交

流
の
場
を
つ
く
る
地
域
再
発
見
と
旅

を
準
備
し
た
い
と
思
う
の
で
す
。

（
や
ま
し
た
　
ま
さ
と
し
・

幡
多
地
域
に
大
学
を
つ
く
る
会
　
事
務
局
長
）

幡
多
地
域
文
化
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
館

山
下
正
寿

3月7・21日　132,000円
5月2日　152,000円
5月9・23日　132,000円
東京・大阪・名古屋発着。他都市も手配。
★ソウル4泊。独立記念館、ナヌムの家、安重根
義士博物館へ。市民と交流。

5月20日（土）～23日（火）108,000円
定員40名（最少実施人数20名）

添乗員：同行します。

◆歌手きたがわてつが全日程同行。「憲法九条の

歌」「日本国憲法前文の歌」を韓国で歌う。て

つさん自身、はじめての試み

◆「ナヌムの家」で、元日本軍「慰安婦」の方々

や韓国の人々と一緒に歌う平和の歌。平和の合

唱、旅の仲間にあなたも。

◆ソウルに3連泊。景福宮や西大門刑務所博物館、

「独立宣言」のタプコル公園なども見学。人気

の伝統音楽「ナンタ」鑑賞や宮廷料理も保証

◆ご希望の方は、「冬のソナタ」や「チャングム」

ゆかりの地を訪ねるコース、世界遺産の慶州延

泊プラン（別途料金）もあり。

3.1独立運動から現在の日韓歴史認識考える 戦争のない世界へ「ナヌムの家」で歌声交流

地
域
再
発
見
の

旅

新緑の白神山地を訪ねる

5月28日発・6月4日発　95,000円
①羽田空港→大館能代　ブナ林散策（岩崎周辺泊）②白神
岳登山or体験学習（岩崎周辺泊）③十二湖、青池散策（岩
崎周辺泊）④津軽国定公園見学　大館能代→羽田空港

レブンアツモリソウ咲く

5月28日発・6月4日発　148,000円
①各地空港→稚内（フェリー）→礼文島泊②礼文
島北部花の散策（礼文島泊）③桃岩展望台散策→
（フェリー）利尻島泊④利尻山麓散策（利尻泊）
⑤利尻→稚内→各地

津堅島で民泊。地元の方との交流と体験

2月26日発　69,000円
①各地→那覇→（船）津堅島（民泊）②津堅島見
学（船）→中部基地見学（那覇泊）③出発まで：
自由行動→那覇→各地

山麓がいっせいに春を謳歌する季節

3月26日発　126,000円
①各地空港→鹿児島→屋久島泊②終日：縄文杉登
山③終日：自由行動（e：｡島内観光｢宮之浦
岳登山｣白谷雲水峡散策）④出発まで自由行動
屋久島→鹿児島→各地空港

経
済
封
鎖
に
負
け
る
な
キ
ュ
ー
バ

超
大
国
が
人
口
一
一
〇
〇
万
人
の
小
国
の
経
済
封
鎖
を
四
〇

年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。
昨
年
十
一
月
の
国
連
総
会
で
封
鎖
解

除
を
求
め
る
決
議
は
一
八
二
カ
国
が
賛
成
、
米
国
な
ど
四
カ
国

の
み
が
反
対
。
し
か
し
「
い
じ
め
」
は
終
わ
り
ま
せ
ん
。

ハ
リ
ケ
ー
ン
被
害
な
ど
も
加
わ
り
厳
し
い
経
済
的
困
難
の
中

で
も
、
医
療
や
教
育
は
無
料
。
キ
ュ
ー
バ
は
中
南
米
の
人
々
の

“希
望
の
星
”
で
す
。
清
貧
キ
ュ
ー
バ
を
訪
ね
て
励
ま
さ
れ
る

方
が
多
い
の
は
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

今
な
お
続
く
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
被
害

ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
の
十
年
間
に
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
大
量

の
枯
葉
剤
が
散
布
さ
れ
、
多
く
の
被
害
者
が
今
な
お
苦
し
ん
で

い
ま
す
。
解
放
三
〇
周
年
の
昨
年
、
多
く
の
人
々
が
被
害
者
へ

の
支
援
･
激
励
を
し
ま
し
た
。

米
国
軍
人
の
被
害
者
に
は
賠
償
金
を
支
払
っ
た
の
に
、
何
の

賠
償
を
し
な
い
米
国
の
製
薬
会
社
を
相
手
に
、
二
〇
〇
四
年
に

発
足
し
た
「
ベ
ト
ナ
ム
枯
葉
剤
被
害
者
の
会
」
は
訴
訟
を
起
こ

し
、
二
度
却
下
さ
れ
ま
し
た
。
小
国
の
「
民
」
が
超
大
国
に

「
闘
い
」
を
挑
み
、
国
際
的
な
支
援
を
求
め
て
い
ま
す
。
戦
後

の
現
地
取
材
を
ま
と
め
た
中
村
梧
郎
著
の
『
母
は
枯
葉
剤
を
浴

び
た
』
が
岩
波
の
現
代
文
庫
か
ら
十
二
月
に
改
訂
復
刊
さ
れ
た

の
は
、
被
害
者
へ
大
き
な
支
援
と
な
る
も
の
で
す
。

小
さ
く
て
も
輝
く
村

フ
ラ
ン
ス
に
は
「
最
も
美
し
い
村
」
協
会
に
加
盟
す
る
一
四

九
の
村
が
あ
り
ま
す
。
人
口
二
千
人
以
下
で
、
史
跡
や
町
な
み

の
外
観
な
ど
の
基
準
を
定
め
、
観
光
が
大
き
な
産
業
で
す
。

日
本
で
も
昨
年
十
月
「
最
も
美
し
い
村
」
連
合
が
発
足
し
ま

し
た
。
昨
年
訪
ね
た
岩
手
県
葛
巻
町
は
、
観
光
名
所
は
全
く
な

い
人
口
約
九
千
人
の
町
で
す
が
、
年
四
〇
万
人
も
が
訪
れ
る
そ

う
で
す
。「
ミ
ル
ク
と
ワ
イ
ン
と
ク
リ
ー
ン
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

町
」
は
、
風
力
発
電
と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
山
ブ
ド
ウ
・
ワ
イ
ン

や
乳
製
品
な
ど
が
名
物
。
小
さ
く
も
必
死
に
生
き
る
村
か
ら
は

元
気
や
知
恵
を
も
ら
え
ま
す
。

ニ
七
の
非
武
装
平
和
国
家

世
界
に
は
軍
隊
を
持
た
な
い
国
が
二
七
、
そ
れ
ら
は
小
さ
い

国
ば
か
り
。
小
さ
い
ほ
う
が
平
和
の
理
念
を
貫
け
る
の
で
し
ょ

う
か
。
日
本
も
平
和
憲
法
を
実
体
化
し
早
く
仲
間
入
り
し
な
い

と
再
び
・
・
・
。
国
の
レ
ベ
ル
で
実
現
し
な
い
段
階
で
も
、
自

治
体
ご
と
に
無
防
備
地
域
宣
言
を
し
て
、
平
和
の
「
吉
里
吉
里

国
」
を
実
現
し
た
い
も
の
で
す
。

小
さ
く
て
も
輝
く
も
の
を
求
め
て
、
今
年
も
旅
を
続
け
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

市原芳夫（富士国際旅行社　社長）

スモール・イズ・ピースフル

4月5日発　185,000円
各地5慶州②6扶余（儒城）②6ソウル②
5各地
★チャングムの誓いの「薬食同源」を知る

古代～李王朝、奥深い歴史と芸術・文化に触れる旅
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昨
年
九
月
一
日
か
ら
四
泊
五
日
の

日
程
で
中
国
を
訪
れ
た
。
五
年
三
ヶ

月
に
及
ぶ
戦
場
体
験
を
小
説
に
描
い

た
田
村
泰
次
郎
の
足
跡
を
た
ど
る
の

が
目
的
で
あ
っ
た
。

泰
次
郎
と
い
え
ば
『
肉
体
の
門
』

に
代
表
さ
れ
る
風
俗
小
説
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
の
だ
が
、
自
己
の
体
験
を

忠
実
に
再
現
し
た
戦
争
小
説
も
多
く

書
き
残
し
て
い
る
。
彼
と
同
じ
部
隊

に
属
し
て
い
た
戦
友
の
証
言
と
照
ら

し
合
わ
せ
れ
ば
、
彼
が
い
か
に
真
剣

に
戦
争
と
向
き
合
お
う
と
し
て
い
た

か
が
分
か
る
。
昨
年
、
日
本
図
書
セ

ン
タ
ー
か
ら
『
田
村
泰
次
郎
選
集
』

（
全
五
巻
）
を
刊
行
し
た
の
を
機
に
、

小
説
の
舞
台
に
な
っ
た
中
国
山
西
省

を
訪
問
し
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

初
め
て
の
中
国
旅
行
で
あ
っ
た
の

で
幾
分
緊
張
し
た
が
、
ガ
イ
ド
の
耿

非
祥
さ
ん
（
山
西
省
）
と
梁
吉
東
さ

ん
（
北
京
）
の
ご
案
内
の
お
か
げ
で
、

安
心
し
て
取
材
旅
行
を
進
め
る
こ
と

が
で
き
た
。

北
京
か
ら
夜
行
列
車
に
乗
っ
て
約

七
時
間
、
山
西
省
陽
泉
に
到
着
し
た
。

軟
臥
と
呼
ば
れ
る
四
人
用
ベ
ッ
ド
の

個
室
は
清
潔
で
快
適
だ
っ
た
。
ま
だ

午
前
四
時
で
あ
っ
た
が
、
耿
さ
ん
は

運
転
手
と
と
も
に
改
札
口
に
待
っ
て

い
て
く
れ
た
。

翌
朝
、
市
内
に
南
西
に
あ
る
獅
鼻

山
に
向
か
い
、
百
団
大
戦
の
記
念
碑

を
見
学
し
た
。
日
本
で
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
が
、
一
九
四
〇
年
八

月
か
ら
約
五
ヶ
月
に
及
ん
だ
百
団
大

戦
で
は
、
当
地
の
日
本
軍
は
壊
滅
的

な
打
撃
を
受
け
た
。
泰
次
郎
は
そ
の

補
充
兵
と
し
て
急
遽
前
線
に
送
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

陽
泉
に
は
河
北
省
の
石
家
庄
と
山

西
省
太
原
を
結
ぶ
石
太
線
の
鉄
道
の

主
要
駅
が
あ
り
、
良
質
の
無
煙
炭
を

産
出
す
る
炭
鉱
が
あ
る
。
旧
日
本
軍

は
こ
れ
を
重
視
し
て
独
立
混
成
第
四

旅
団
司
令
部
を
陽
泉
市
内
に
設
け
た
。

当
時
の
遺
構
が
な
い
か
、
現
地
の

人
々
に
尋
ね
て
み

た
と
こ
ろ
、
川
を

は
さ
ん
で
駅
の
反

対
側
に
軍
門
の
址

が
あ
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
そ
れ
は

「
東
営
盤
」
と
呼
ば

れ
る
場
所
で
、
昔

は
日
本
軍
の
憲
兵

隊
が
駐
在
し
て
い

た
。
今
は
軍
門
に

「
東
営
盤
便
民
市

場
」
と
い
う
額
が

か
か
っ
て
い
て
多

く
の
市
民
が
集
う
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
が
、
昔
は
軍
門
は
恐
怖
の

眼
差
し
で
見
ら
れ
て
い
た
こ
と
だ
ろ

う
。軍

門
の
遺
構
の
前
に
郷
土
料
理
の

食
堂
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
入
っ
て
山

西
省
の
農
家
で
味
わ
え
る
と
い
う
鍋

料
理
と
刀
削
麺
を
い
た
だ
い
た
。
日

本
人
は
麺
が
好
物
な
の
で
、「
醤
」
を

か
け
な
く
て
も
麺
だ
け
で
も
美
味
し

く
食
べ
ら
れ
る
。
大
き
な
鍋
を
囲
み
、

コ
ー
リ
ャ
ン
が
原
料
の
白
酒
で
顔
を

赤
く
し
な
が
ら
日
中
の
平
和
友
好
を

語
り
合
っ
た
。

（
お
に
し
　
や
す
み
つ
・

三
重
大
学
　
人
文
学
部
助
教
授
）

二
〇
〇
五
年
夏
、
私
は
大
学
の
と

き
か
ら
学
ん
だ
武
術
―
少
林
寺
拳
法
、

少
林
寺
流
空
手
、
太
極
拳
、
形
意
拳
、

意
拳
の
ゆ
か
り
の
深
い
中
国
の
地
を
、

七
泊
八
日
で
訪
ね
て
き
ま
し
た
。
小

学
五
年
生
に
な
る
息
子
や
空
手
仲
間

の
四
人
の
旅
で
す
。
欲
張
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
を
ま
わ
り
ま
し
た
が
、

メ
イ
ン
は
三
ヶ
所
で
す
。

最
初
は
、
武
術
が
盛
ん
で
映
画
で

も
有
名
に
な
っ
た
少
林
寺
で
す
。
河

南
省
に
あ
り
ま
す
。
少
林
寺
は
一
大

観
光
地
と
し
て
、
禅
寺
に
ふ
さ
わ
し

い
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
に
な
る
よ
う
、

周
辺
か
ら
お
土
産
屋
も
撤
去
す
る
な

ど
整
備
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
寺

の
一
キ
ロ
以
上
手
前
か
ら
は
車
は
入

れ
ず
、
徒
歩
か
電
気
自
動
車
で
の
移

動
で
し

た
。
映

画
の
影

響
も
あ

っ
て
寺

の
近
く

の
登
封

市
街
に

は
、
数

十
の
武

術
学
校
が
立
ち
並
び
、
数
万
人
の
子

ど
も
た
ち
が
少
林
武
術
を
学
ん
で
い

ま
す
。
時
間
帯
に
よ
っ
て
は
、
校
庭

や
空
き
地
な
ど
見
渡
す
限
り
練
習
に

励
む
姿
が
見
ら
れ
圧
巻
で
し
た
。
武

術
の
体
験
が
講
堂
で
で
き
ま
す
。
丸

一
日
練
習
し
ま
し
た
が
、
翌
日
か
ら

歩
く
の
が
つ
ら
く
な
る
ほ
ど
の
筋
肉

痛
に
な
り
ま
し
た
。

次
に
、
太
極
拳
の
発
祥
の
村
と
し

て
有
名
な
陳
家
溝
で
す
。
少
林
寺
か

ら
バ
ス
で
二
時
間
程
度
の
と
こ
ろ
で

す
。
こ
こ
で
も
、
体
育
館
で
陳
式
太

極
拳
の
手
ほ
ど
き
を
う
け
ま
し
た
。

楊
式
太
極
拳
の
祖
と
い
わ
れ
る
楊
露

禅
が
陳
長
興
か
ら
太
極
拳
を
な
ら
っ

た
と
さ
れ
る
庭
も
保
存
さ
れ
て
い
て

見
学
で
き
ま
し
た
。
素
朴
な
農
村
の

姿
で
し
た
が
、
ど
ん
な
と
こ
ろ
で
太

極
拳
が
う
み
だ
さ
れ
た
の
か
実
際
に

見
る
こ
と
が
で
き
感
激
で
し
た
。

三
番
目
が
、
形
意
拳
、
意
拳
の
達

人
と
し
て
し
ら
れ
る
王
樹
金
、
王
向

斉
先
生
の
記
念
碑
や
墓
が
あ
る
北
京

の
万
安
公
墓
で
す
。
自
分
が
学
ん
だ

武
術
の
源
流
の
先
生
た
ち
の
墓
を
参

り
、
感
謝
の
想
い
を
示
す
こ
と
が
で

き
、
感
無
量
で
し
た
。

他
に
は
、
洛
陽
の
龍
門
石
窟
、
白

馬
寺
や
万
里
の
長
城
、
天
安
門
、
故

宮
、
頤
和
園
な
ど
を
ま
わ
り
ま
し
た
。

息
子
と
八
日
間
も
朝
か
ら
晩
ま
で
過

ご
し
、
子
ど
も
の
多
様
な
面
を
発
見

し
た
の
も
新
鮮
で
貴
重
で
し
た
。

初
め
て
の
中
国
の
旅
で
し
た
が
、

中
国
の
ガ
イ
ド
の
方
た
ち
も
親
切
で
、

自
分
の
様
々
な
希
望
が
か
な
い
満
足

の
い
く
旅
で
し
た
。

（
さ
か
も
と
　
し
げ
お
・
武
術
愛
好
家
）

4月21日（金）～ 25日（火）
135,000円　
定員20名（最低実施15名）
成田5南京③6蘇州①6上海5成田
★侵華日軍南京大虐殺記念館を訪問し、館長と幸
存者の方に詳しいご説明をいただきます。
★事件当時の難民収容所や下関地区など、南京大
虐殺の現場を検証します。
★夜は南京師範大学の学生たちを交えて、「日
中・平和と友好交流会」（予定）を行います。
★江南の水の都、
蘇州を訪問し、
運河めぐりや世
界遺産の町並み
の散策を楽しみ
ます。

4月28日（金）～5月7日（日）
498,000円　定員18名（最低実施10名）
関空5①ナクル湖②5マサイマラ②5ナイ
ロビ①6アンボセリ②5①
◆何万羽ものフラミンゴが群生するナクル湖。
◆ケニア随一の動物の種類と数を見るマサイマ
ラ。インパラやシマウマ、象、キリン、バッフ
ァロー、チータ、頂点に立つライオン。

◆キリマンジャロの麓に広がる大平原、アンボセ
リ国立公園。

4月28日（金）～5月6日（土）
598,000円　定員12名（最低実施6名）

ゴリラ公園に2連泊

南京事件70周年を前に、南京の真実を検証する。 野生動物、大自然との感動の出会い　アフリカ

陳家溝にて
（太極拳の創始者といわれる陳王廷の像）

旧日本軍軍門の遺構

少林寺の山門

少
林
寺
・
陳
家
溝
・
北
京

中
国
武
術
の
源
流
を
訪
ね
て

坂
本
茂
男

中
国
山
西
省

田
村
泰
次
郎
へ
の
旅

尾
西
康
充

93,000～135,000円
1月～6月
8月後半～11月まで
2名様から毎日（成田・中部・関西・福岡）発

★北京の公寓（マンション）で暮らしてみません

か。2ＬＤＫから4ＬＤＫまで。スーパーでの

お買い物体験。料理のメイド派遣も可能。

★ホテル滞在コースでは天安門、故宮、景山公園

に歩いて行けるホテルを厳選。各種オプショナ

ル（切り絵細工の講習、料理講習、京劇、雑技、

万里の長城、天津日帰り旅行、故宮見学、芦溝

橋抗日記念館、など）で、ご自身にぴったりの

旅にして下さい。

1月27日～31日　98,000円
6名様より実施
★北京郊外の民家で一緒に大晦日の夕食を準備、
新年は中国人の家族とともに親戚へ挨拶まわり。
★万里の長城と明の十三陵を見学後、春暉園の温
泉でゆっくり。

中国の旧正月を民家と春暉園温泉で過ごす

3月から5月まで毎週木曜日発　
182,000～229,000円　2名から出発　
北京②紹興①杭州①烏鎮①上海①
★紹興酒で知られる小都、水郷の町烏鎮を巡る。

文豪魯迅・女性革命家秋瑾の故郷を訪ねる
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Ｑ：

ま
ず
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
地
勢
に
つ

い
て
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

Ａ：

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
面
積
は
日
本
の

約
二
・
五
倍
で
す
。
そ
の
地
理
的
特

徴
と
自
然
環
境
に
よ
り
山
・
川
・
平

原
と
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
豊

か
な
景
観
を
呈
し
て
い
ま
す
。
カ
リ

ブ
海
、
大
西
洋
に
面
し
、
二
八
〇
〇

キ
ロ
の
海
岸
を
有
し
て
い
ま
す
。
中

南
米
の
背
骨
・
ア
ン
デ
ス
山
脈
は
チ

リ
か
ら
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
ま
で
走
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
恩
恵
に
も
恵
ま
れ
、

五
三
〇
〇
�
の
標
高
を
持
つ
山
も
あ

り
ま
す
。
平
原
地
帯
（
中
央
部
）
で

は
農
業
が
盛
ん
で
、
雨
が
降
る
と
湿

気
を
帯
び
、
植
物
群
・
動
物
群
は
非

常
に
豊
か
に
な
り
ま
す
。
有
名
な
ギ

ア
ナ
高
地
に
は
落
差
約
一
〇
〇
〇
�

も
あ
る
世
界
一
の
エ
ン
ジ
ェ
ル
の
滝

が
あ
り
ま
す
。
日
本
に
お
け
る
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
観
光
は
い
ろ
い
ろ
な
観
点

で
発
展
の
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
世
界
各
地
を
旅
行
し
て
い
る
日

本
人
は
、
特
異
な
地
を
求
め
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
点

で
世
界
の
他
の
地
域
で
は
見
る
こ
と

の
出
来
な
い
自
然
の
驚
異
、
地
理
的

驚
異
が
あ
る
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
ぴ
っ
た

り
の
国
で
す
。
日
本
は
様
々
な
分
野

で
驚
異
的
な
発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す

が
、
未
知
の
世
界
・
未
踏
の
地
へ
旅

し
た
い
と
い
う
思
い
を
持
っ
て
い
る

方
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

Ｑ：

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
革
命
の
様
子
は

い
ろ
い
ろ
聞
い
て
い
ま
す
。
私
た
ち

は
観
光
の
要
素
だ
け
で
な
く
、
様
々

な
国
の
民
衆
の
た
た
か
い
や
暮
ら
し

も
見
ら
れ
る
企
画
を
作
っ
て
き
ま
し

た
。
日
本
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

訪
問
団
の
お
世
話
を
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。

Ａ：

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
政
治
的
に
変
革

期
に
あ
り
、
様
々
な
社
会
改
革
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で

も
興
味
深
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
日
本
の
観
光
業
界
の
お
か
げ
で

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
随
分
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
的
・

経
済
的
に
も
多
面
的
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

を
知
っ
て
頂
き
た
く
思
い
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
も
た
く
さ
ん
の
方
々

が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
訪
れ
、
実
際
に
ご

覧
い
た
だ
き
た
い
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
社
会
的
改
革
や
発

展
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
赤
旗
し
ん

ぶ
ん
や
日
本
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
が
多
く
の
記

事
を
書
い
て
下
さ
る
の
で
知
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
は
き
ま
し
た
。
し
か

し
文
化
が
異
な
り
ま
す
の
で
全
体
的

に
は
理
解
で
き
な
い
部
分
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
日
本
の
格
言
に
も
「
百

聞
は
一
見
に
し
か
ず
」
と
あ
り
ま
す

か
ら
、
是
非
な
る
べ
く
多
く
の
日
本

の
方
々
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
観
光
し
て

い
た
だ
き
、
肌
で
感
じ
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

Ｑ：

た
く
さ
ん
の
日
本
の
方
に
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
を
知
っ
て
頂
く
た
め
に
、
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
で
食
べ
て
欲
し
い
食
事

や
、
飲
ん
で
欲
し
い
お
酒
な
ど
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ａ：

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
で
も
、
他
の
カ
リ

ブ
海
の
国
々
と
同
じ
よ
う
に
ラ
ム
酒

は
有
名
で
す
。
ご
存
知
の
よ
う
に
サ

ト
ウ
キ
ビ
か
ら
取
れ
る
お
酒
で
す
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
ラ
ム
酒
は
そ
の
品
質

保
持
の
為
、
政
府
は
二
年
以
上
貯
蔵

し
た
も
の
で
な
い
と
ラ
ム
酒
と
し
て

販
売
す
る
こ
と
を
許
可
し
ま
せ
ん
。

周
辺
諸
国
は
六
ヶ
月
く
ら
い
貯
蔵
し

た
も
の
を
ラ
ム
酒
と
し
て
売
っ
て
い

ま
す
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
製
と
は
自
ず

か
ら
異
な
る
も
の
で
す
。
二
年
貯
蔵

さ
れ
て
出
来
上
が
っ
た
ラ
ム
酒
は
品

質
の
高
い
製
品
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
は
コ
ニ
ャ
ッ
ク
と
同

じ
よ
う
な
飲
み
方
を
さ
れ
ま
す
。
日

本
の
会
社
も
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
有
名

な
ラ
ム
酒
を
輸
入
し
て
い
ま
す
。
そ

の
な
か
で
も
特
に
パ
ン
ペ
ー
ロ
と
い

う
、
革
袋
に
入
っ
た
ラ
ム
酒
が
有
名

で
す
。

Ｑ：

ち
な
み
に
、
大
使
は
ど
ん
な
お

酒
を
飲
ま
れ
ま
す
か
。

Ａ：

私
は
ラ
ム
酒
も
飲
み
ま
す
。
日

本
の
血
が
流
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
日

本
酒
と
か
焼
酎
も
好
き
で
す
。（
笑

い
）

Ａ：

食
べ
物
で
は
、「
ア
レ
パ
」
と

よ
ば
れ
る
と
う
も
ろ
こ
し
の
粉
で
作

っ
た
パ
ン
を
よ
く
食
べ
ま
す
。
み
か

け
は
日
本
の
お
焼
き
の
よ
う
な
も
の

で
す
が
、
多
様
に
食
べ
ら
れ
ま
す
。

真
ん
中
を
切
っ
て
そ
の
中
に
何
を
入

れ
て
も
味
が
合
い
、
美
味
し
く
い
た

だ
け
ま
す
。

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
代
表
す
る
料
理
に

「
パ
ベ
ジ
ョ
ン
」
が

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は

非
常
に
象
徴
的
な
食

べ
物
で
、
お
肉
を
さ

い
て
料
理
し
た
一

品
、
そ
れ
か
ら
黒
豆

を
料
理
し
た
も
の
、

ご
飯
、
バ
ナ
ナ
を
調

理
し
た
も
の
を
一
つ

の
お
皿
に
盛
り
合
わ

せ
て
食
べ
ま
す
。
こ

の
料
理
は
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
が
い
ろ
い
ろ
な
国

の
人
た
ち
・
人
種
が

混
合
し
て
出
来
た
国

だ
と
い
う
こ
と
を
表

し
て
い
ま
す
。
た
と

え
ば
黒
豆
は
ア
フ
リ
カ
か
ら

人
種
の
混
合
が
作
る
料
理

ラ
ム
酒
の
厳
格
な
品
質
管
理

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず

キャンティワインの故郷を歩く

ボリバル共和国特命全権大使　イシカワ・セイコウ　閣下
聞き手：原沢香司（本紙・編集委員）

街中が博物館・美術館のような4都を巡る

4月15日発　390,000円
5月13日発　410,000円
6月17日発　442,000円
定員：20名（最低実施：10名）
成田5ミラノ①7ヴェネチア②7フィレン
ツェ②ローマ②5①成田
★厳選した地の利の良いホテル、経験豊かなガイ
ド陣
★４都で
楽しめ
る郷土
料理
★自由行
動もた
っぷり

3月18日発 400,000円
5月 6日発 405,000円
定員：20名（最低実施：10名）
成田5ローマ①5エリーチェ①6アグリジ
ェント②6シラクーザ②6タオルミーナ②
5①成田
★遺跡の宝庫アグリジェン
ト、シラクーザで2連泊
★シチリア最高峰のエトナ
山からの眺望、海のリゾ
ート・タオル
ミナでの
休日を
お楽し
みいただ
けます。

地中海文明の十字路　オレンジやレモンの花咲く

4月15日発　380,000円　
5月13日発　390,000円
6月17日発　420,000円
定員：20名（最低実施：10名）
成田5ビエッラ③6アルバ②6カネッリ②
5①成田
★小さい町は素晴らしい！　小都ビエッラ、アル
バを徒歩で散策
★アグリツーリズモで2泊：
農場のワインや食事を堪能
★バローロやグリンツァーネ
のぶどう畑とカンティーナ
を訪問
★食のピエモンテ、ハーブ、チ
ーズ、牛乳、バター、クレソ
ンなど春の素材を賞味

3月13日発　334,000円
3月22日発　336,000円
4月12日発　338,000円
5月10日発　353,000円
成田5フィレンツェ②6トスカーナのアグリ
ツーリズモやヒストリカルホテル④6オルビエ
ート②ローマ5①成田
★キャンティ地方のブド
ウ畑とオリーブ畑を縫
ってウォーキング
★トスカーナの郷土料
理とワインをアグリ
ツーリズムで堪能
★ウンブリアの丘の上
の街オルビエートで
のんびり休日

雄大な自然と洗練された文化、歴史と町つくりを探る

フィレンツェ

各コース
12名様
限定募集

ェルの滝
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来
た
黒
人
の
人
た
ち
、お
米
は
白
人
、

そ
し
て
バ
ナ
ナ
は
ア
ジ
ア
か
ら
来
た

人
や
混
血
の
人
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま

す
。
そ
の
中
で
日
本
人
は
小
数
で
す

け
れ
ど
、
少
し
お
寿
司
を
入
れ
て
も

い
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
ね
。（
笑
い
）

も
う
一
つ
付
け
加
え
て
ご
紹
介
し

た
い
の
は
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
原
料

の
カ
カ
オ
で
す
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
非

常
に
高
品
質
な
カ
カ
オ
が
産
出
さ
れ

る
事
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
世
界
で

産
出
さ
れ
る
カ
カ
オ
に
は
主
に
二
種

類
が
あ
り
ま
す
。
九
〇
％
が
「
フ
ォ

ラ
ス
テ
ロ
」
系
で
、
こ
れ
は
香
り
が

余
り
高
く
な
い
品
種
で
す
。
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
で
は
「
ク
リ
オ
ロ
」
系
の
カ
カ

オ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
が
こ
れ
は
極

め
て
貴
重
な
系
統
で
す
。
日
本
で
販

売
さ
れ
て
い
る
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
製
品

の
ほ
と
ん
ど
が
ガ
ー
ナ
で
す
と
か
象

牙
海
岸
か
ら
産
出
さ
れ
た
も
の
で

す
。
九
五
％
の
原
料
は
そ
の
地
域
の

も
の
が
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
の
素
晴
ら
し
い
香
り
と
味

は
、
五
％
の
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
カ
カ
オ

を
混
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
出
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
残
念
な

が
ら
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト

は
余
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
日

本
に
も
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
カ
カ
オ
を
輸

入
し
て
い
る
会
社
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
会
社
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は
一
〇

〇
％
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
産
の
カ
カ
オ
を
使

用
し
て
製
造
さ
れ
、
比
類
な
き
風
味

と
芳
香
ゆ
え
に
、
大
変
な
評
判
を
博

し
て
い
ま
す
。
普
通
は
「
ク
リ
オ
ロ
」

系
を
五
％
し
か
使
用
し
ま
せ
ん
が
、

こ
の
会
社
の
製
品
は
大
変
贅
沢
な
こ

と
に
一
〇
〇
％
の
「
ク
リ
オ
ロ
」
系

を
使
用
し
、
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
製
造

し
ま
す
。
結
果
、
日
本
で
の
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の
商
品
化
に

成
功
を
お
さ
め
て
い
ま
す
。
日
本
の

業
界
の
方
に
は
、
都
市
か
ら

離
れ
た
カ
カ
オ
の
栽

培
地
を
視
察
す

る
ツ
ア
ー
も

あ
り
ま
し

た
。
日

本
の
方

た
ち
の

食

生

活

は

味

覚

が
と
て

も
洗
練

さ
れ
て

い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
の

で
、
原
料
と
な

る
も
の
が
ど
こ
か
ら

き
て
い
る
か
知
り
た
い
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

Ｑ：

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
魅
力
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

Ａ：

冒
頭
で
既
に
お
話
し
ま
し
た

が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
は
地
理
的
恩
恵
に

恵
ま
れ
て
い
る
国
で
す
。
中
南
米
の

北
部
に
位
置
す
る
こ
と
か
ら
、
大
西

洋
を
越
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
繋
が

り
、
カ
リ
ブ
海
を
越
え
て
ア
メ
リ
カ

に
繋
が
り
、
そ
し
て
南
下
す
れ
ば
南

米
諸
国
に
繋
が
り
ま
す
。
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
は
カ
リ
ブ
の
影
響
・
ア
ン
デ
ス
の

影
響
・
そ
し
て
ア
マ
ゾ
ン
の
影
響
の

全
て
を
も
っ
た
中
南
米
唯
一
の
国
で

す
。
そ
の
三
つ
の
特
徴
ゆ
え
に
、

山
・
平
原
・
海
岸
線
が
あ
り
、
ギ
ア

ナ
高
地
の
存
在
は
特
筆
に
値
し
ま

す
。
世
界
遺
産
に
あ
げ
ら
れ
て
い
る

も
の
と
し
て
は
「
カ
ナ
イ
マ
国
立
公

園
」、「
コ
ロ
市
街
と
ラ
・
ベ
ラ
港
」、

「
カ
ラ
カ
ス
の
大
学
都
市
」
の
三
ヶ

所
が
あ
り
ま
す
。
他
に
南
米
の
中
で

最
大
の
淡
水
の
「
マ
ラ
カ
イ
ボ
湖
」、

そ
し
て
世
界
一
の
落
差
を
誇
る
滝
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
南
米
で
第

二
位
の
水
量
を
誇
る「
オ
リ
ノ
コ
川
」

も
あ
り
、
又
カ
リ
ブ
諸
国
の
中
で
一

番
海
岸
線
が
長
い
と
い
う
特
徴
も
あ

り
ま
す
。

私
も
最
近
知
っ
た
の
で
す
が
、
日

本
で
も
盛
ん
な
フ
ラ
イ
・
フ
ィ
ッ
シ

ン
グ
で
は
世
界
で
二
番
目
に
有
名
な

ス
ポ
ッ
ト
が
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
に
あ
り
ま

す
。

Ｑ：

メ
リ
ダ
の
方
は
ど
う
で
す
か
。

Ａ：

コ
ロ
ン
ビ
ア
と
の
国
境
に
近

く
、
風
光
明
媚
な
と
こ
ろ
で
、
観
光

に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ：

四
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の

山
に
ケ
ー
ブ
ル
を
通
し
て
し
ま
っ
た

と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

通
訳：

私
も
登
り
ま
し
た
が
、
大

変
綺
麗
で
す
よ
。

Ａ：

そ
れ
か
ら
そ
の
他
に
も
ベ
ネ

ズ
エ
ラ
の
特
徴
と
し
て
非
常
に
天
然

資
源
に
恵
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

石
油
・
金
・
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
、
そ

れ
か
ら
ニ
ッ
ケ
ル
・
鉱
石
、
そ
の
他

も
ろ
も
ろ
の
ミ
ネ
ラ
ル
に
恵
ま
れ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
上
、
今
迄

述
べ
ま
し
た
も
の
以
上
に
人

的
資
源
に
恵
ま
れ
て
お
り
ま

す
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
は
大
変

陽
気
で
、
訪
れ
る
方
々
皆
さ

ん
を
幸
せ
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
能
力

に
長
け
て
お
り
ま
す
。
観
光
客
が
ベ

ネ
ズ
エ
ラ
を
訪
れ
、
最
初
に
出
会
う

も
の
が
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
人
の
笑
顔
で

す
。
今
、
こ
こ
で
話
を
聞
く
だ
け
で

は
信
じ
ら
れ
な
い
か
も
知
れ
ま
せ

ん
。
ど
う
ぞ
実
際
に
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を

訪
れ
て
体
験
し
て
下
さ
る
こ
と
を
お

薦
め
し
ま
す
。

今
日
は
お
忙
し
い
中
、
楽
し
い
お

話
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

最
も
恵
ま
れ
て
い
る
の
は
、

人
的
資
源

自
然
の
恩
恵
に
満
ち
た
国

ベネズエラ訪日代表団歓迎集会
月日（曜日） 時刻 開催地

3月18日（土） 午後 東京

20日（月） 夜 那覇

21日（火） 夜 高知

22日（水） 夜 福岡

23日（木） 夜 岡山

24日（金） 夜 神戸

25日（土） 午後 京都

27日（月） 夜 富山

28日（火） 夜 名古屋

29日（水） 夜 長野

30日（木） 夜 前橋

31日（金） 夜 東京

4月 1日（土） 午後 東京

3日（月） 夜 東京

4日（火） 夜 東京

5日（水） 夜 鶴岡

6日（木） 夜 仙台

8日（土） 午後 札幌

二
一
世
紀
の
新
し
い
歴
史
を

き
り
ひ
ら
き
つ
つ
あ
る
ベ
ネ
ズ

エ
ラ
か
ら
の
代
表
を
迎
え
、
日

本
と
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
両
国
民
の
友

好
と
連
帯
を
は
か
る
た
め
の
歓

迎
連
帯
行
事
が
、
日
本
ア
ジ
ア
・
ア

フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
連
帯
委

員
会
（
日
本
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
）
の
招
聘
に

よ
り
、
全
国
一
八
地
域
で
開
催
さ
れ

ま
す
。
来
日
さ
れ
る
方
々
は
国
会
議

員
（
政
府
与
党
第
五
共
和
国
運
動
所

属
）、
フ
ェ
リ
ー
ペ
・
フ
ィ
ゲ
ロ
ア

（
男
性
／
労
働
組
合
活
動
家
）、
エ
レ

ー
ナ
・
リ
ナ
ー
レ
ス
（
女
性
／
中
学

校
教
師
、
女
性
運
動
幹
部
）
の
三
名

で
す
。

周
知
の
と
お
り
九
九
年
二
月
に
チ

ャ
ベ
ス
大
統
領
は
就
任
し
、
米
国
か

ら
自
立
し
た
国
民
本
位
の
政
治
・
経

済
改
革
を
推
進
、
米
国
と
結
ん
だ
軍

部
や
財
界
の
ク
ー
デ
タ
ー
策
動
や
石

油
サ
ボ
タ
ー
ジ
ュ
を
打
ち
破
り
、
国

民
の
圧
倒
的
支
持
の
も
と
に
改
革
を

す
す
め
て
い
ま
す
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の

挑
戦
は
、
二
一
世
紀
の
世
界
に
と
っ

て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
た
た
か
い

へ
の
理
解
を
深
め
交
流
す
る
こ
と
は
、

日
本
の
民
主
運
動
を
励
ま
す
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
と
日
本
両

国
民
の
友
好
と
連
帯
は
、
国
連
憲
章

に
も
と
づ
く
平
和
・
公
正
・
民
主
の

新
し
い
世
界
を
つ
く
り
だ
し
、
二
一

世
紀
の
歴
史
を
き
り
ひ
ら
く
こ
と
に

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

各
地
で
の
歓
迎
連
帯
集
会
の
成
功

の
た
め
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
本
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会

事
務
局
長
　
滝
本
英
市

電
話：

〇
三
ー
五
三
六
三
ー
三
四
七
〇

3月1日、3月19日発　273,000円
関空5カトマンズ②5チトワン②（動物サフ
ァリ）6ポカラ②5①関空
定員20名（最低実施人数10名）
★ネパールではゾウに乗ってサファリを楽しめます。
★世界遺産登録地やヒマラヤ眺望のポカラへ訪問。

5月5日～12日　394,000円
成田5ハイデルベルク②6ミュンヘン②5

パリ②5①成田
定員30名（最低実施人数20名）
★ドイツ民謡やビアホールでのうたごえ交流。
★パリでは本場のシャンソンを堪能。

5月8日～16日　353,000円
成田5ウィーン③68チェスキー・クルム
ロフ②6プラハ②5①成田
定員20名（最低実施人数15名）
★音楽家ゆかりの地や美術館を巡ります。

3月28日発　323,000円
利用航空会社：エールフランス航空
添乗員同行（成田空港より）
成田発5機中泊①チュニス②6カイラワン②
6タメルザ①6ドゥ―ズ①6リゾート地
ジェルバ島着②機中泊①5成田着
★「カルタゴ遺跡」「古代ロー
マ遺跡」をはじめとする世界
文化遺産を見学します。

★メトラウイでは観光列車レザ
ールージュに乗り、ミデス渓
谷を見学します。その後、塩
湖ショット・エル・ジェリドを横断して、ドゥ－ズ
まで行きます。

★5つ星ホテルに宿泊
★ベルベル人穴居住宅の村マトマタ見学。
★シナゴーグなどジェルバ島内をゆったりと見学。

ゾウにのってサファリ、雄大なヒマラヤを眺める うたごえ喫茶「ともしび」大野幸則さんと行くドイツ・フランス 新緑の季節と本場のクラシック楽しむ 地中海とサハラ砂漠、そして世界遺産の古代遺跡群へ

駐日ベネズエラ・

2月19日～26日　299,000円
関空5カトマンズ①5wエベレスト街道の
ロッジ泊④w5カトマンズ①5①関空
定員25名（最低実施人数15名）
★ロッジに宿泊。安心のトレッキング。

3月22日発　400,000円　5月3、24日発　410,000円
エクサンプロヴァンス②6アルル③6マルセ
イユ①5①　6名様より実施
★画家たちが愛した風景と、郷土料理やワインを
楽しむ。

3月17日～27日　399,000円
成田5ブエノス・アイレス②5イグアス①
5カラファテ②5ウシュアイア②5②
定員20名（最低実施15名）
★氷河のクルーズ、野生動物とのふれあい。移民の
街で生まれた哀愁の調べ、タンゴの歴史を探る。

世界最高峰のエベレストを望む 糸杉と泉の街へ、素朴な暮らしと豊かな自然を訪ねる
世界の最南端、南風が生まれるところ　

イグアスの滝と
パタゴニア

ベ
ネ
ズ
エ
ラ
代
表
団

歓
迎
連
帯
集
会
へ
の
お
誘
い

ザグーアンの水道橋

世界一の落差を誇るエンジェ



2006年１月１日（６） いい旅いい仲間 第29号　

鎌
田
奈
穂
さ
ん
　

（
中
学
２
年
生
）

◎
英
語
は
あ
ま
り
得
意
で
は
な
か
っ

た
の
で
少
し
不
安
で
し
た
。「
何
と
か

な
る
か
な
ー
。」
と
思
っ
て
い
ま
し
た

が
本
当
に
何
と
か
な
り
ま
し
た
。（
笑
）

◎
と
て
も
良
い
家
庭
で
し
た
。
ホ
ス

ト
フ
ァ
ザ
ー
、
マ
ザ
ー
は
温
か
く
子

供
達
も
の
び
の
び
生
活
し
て
い
ま
し

た
。
家
の
庭
は
と
て
も
広
く
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
し
た
こ
と
は
と
て
も
良
い

思
い
出
で
す
。

◎
正
直
に
言
う
と
、
食
事
は
あ
ま
り

合
わ
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
日
本
食
が
大
好
き
な
の
で
。
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
食
事
は
朝
が

シ
リ
ア
ル
と
い
う
の
は
あ
ま
り
慣
れ

な
か
っ
た
で
す
。
別
れ
の
前
日
に
食

べ
た
特
製
ビ
ー
フ
ス
テ
ー
キ
は
分
厚

く
て
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
。
ケ
ー

キ
や
ア
イ
ス
も
好
き
で
し
た
が
け
っ

こ
う
甘
い
の
で
食
べ
す
ぎ
注
意
で
す
。

◎
一
週
間
通
っ

た
学
校
で
た
く

さ
ん
で
き
ま
し

た
。
私
の
面
倒

を
み
て
く
れ
た

モ
ニ
カ
と
ア
ビ

ー
と
は
す
ぐ
仲

良
く
な
り
、
学
校
の
他
の
人
た
ち
も

皆
す
れ
ち
が
う
と
「
コ
ン
ニ
チ
ハ
」

と
声
を
か
け
て
く
れ
、
と
て
も
良
い

友
達
が
で
き
ま
し
た
。
最
終
日
プ
レ

ゼ
ン
ト
と
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
も
ら

っ
た
時
は
本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

今
も
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

◎
ス
テ
イ
す
る
前
、
私
は
英
語
が
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
不
得
意
で
し
た
。

ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
交
え
て
色
々
な
話

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
文

化
と
の
違
い
、
趣
味
、
恋
愛
、
国
際

問
題
な
ど
な
ど
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
は
ゆ
っ
く
り
喋
っ
て
く
れ
、
時
に

は
紙
に
文
章
を
書
い
て
く
れ
て
積
極

的
に
会
話
を
た
の
し
み
ま
し
た
。

◎
ス
テ
イ
後
、
私
は
英
語
の
授
業
が

と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
英
語

の
ス
ピ
ー
チ
が
楽
し
み
に
な
っ
た
の

は
「
異
国
で
の
一
人
の
生
活
を
成
し

遂
げ
た
」
自
分
に
自
信
が
つ
き
、
人

と
話
す
こ
と
、
自
己
表
現
が
上
手
に

な
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
ち
な

み
に
英
語
だ
け
で
な
く
色
々
な
科
目

の
成
績
が
上
が
り
ま
し
た
。
こ
の
経

験
は
他
の
授
業
や
趣
味
な
ど
に
も
影

響
し
ま
し
た
。
自
分
を
高
め
る
と
て

も
良
い
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
不
安
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
行
け
ば
何
と
か
な
り

ま
す
。
異
文
化
交
流
に
は
異
国
の
文

化
よ
り
自
国
の
文
化
を
知
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
際
で
す
か
ら

絶
対
日
本
で
は
や
ら
な
い
よ
う
な
事

も
た
く
さ
ん
挑
戦
し
て
く
だ
さ
い
。

石
澤
逸
子
さ
ん

（
青
森
県
在
住
）

◎
在
職
中
は
国
内
外
を
問
わ
ず
単
身

で
ま
と
ま
っ
た
期
日
を
使
っ
て
旅
行

す
る
余
裕
が
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
か
ね
が
ね
私
は
外
国
の
家
庭
を

実
体
験
し
た
い

と
考
え
て
い
て

人
生
初
体
験
の

一
人
旅
を
退
職

後
、
押
さ
え
て

い
た
気
持
ち
が

一
気
に
爆
発
し

渡
豪
し
ま
し
た
。

◎
カ
ラ
フ
ル
な
街
。
森
の
緑
、
な
だ

ら
か
な
海
岸
線
と
ブ
ル
ー
。
公
園
を

彩
る
花
々
。
家
庭
ご
と
に
工
夫
を
こ

ら
し
た
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
は
素
晴
ら
し

か
っ
た
で
す
。
メ
ル
ボ
ル
ン
の
人
々

は
み
ん
な
親
切
で
フ
レ
ン
ド
リ
ー
。

自
分
に
自
信
を
持
ち
女
性
は
耀
い
て

見
え
る
。
家
庭
円
満
は
や
は
り
女
性

が
中
心
、
男
性
は
そ
の
サ
ポ
ー
ト
を

忘
れ
な
い
。
子
ど
も
を
見
守
る
親
の

心
は
地
球
共
通
。
ど
の
家
庭
も
が
注

い
で
い
ま
し
た
。

◎
ど
ち
ら
も
辞
書
を
片
手
に
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
た
っ
ぷ
り
の
楽
し
い
会
話
。

知
る
限
り
の
単
語
を
駆
使
し
て
一
日

の
出
来
事
を
説
明
す
る
。
ホ
ス
ト
フ

ァ
ミ
リ
ー
の
気
遣
い
を
ひ
し
ひ
し
と

毎
日
感
じ
て
過
ご
し
ま
し
た
。

◎
毎
年
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
と

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
の
交
換
は
続
い

て
い
ま
す
。

◎
色
々
な
失
敗
も
あ
っ
た
が
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
英
語
の
先
生
に
恵
ま

れ
た
こ
と
が
成
功
し
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
勇
気
を
も
っ
て
積
極
的
に
フ

ァ
ミ
リ
ー
に
溶
け
込
む
よ
う
に
す
る

の
が
良
い
と
思
い
ま
す
。
言
葉
は
二

の
次
で
す
よ
。
ま
た
、
私
は
着
物
、

抹
茶
を
持
参
し
、
お
土
産
と
し
て
お

い
て
き
ま
し
た
。
日
本
の
文
化
を
見

に
つ
け
て
自
信
を
も
っ
て
紹
介
す
る

こ
と
も
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

全
国
の
み
な
さ
ん
、
首
里
城
よ
り
も
古
い
と
思
わ
れ
る
村
落

「
兼
箇
段
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
　
昔
な
が
ら
の
グ
ス
ク
（
ウ
ガ

ン
）
あ
り
、
家
な
み
あ
り
、
人
情
あ
り
の
こ
の
小
さ
な
村
に

『
十
九
三
窯
』
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
！

窯
主
の
徳
尾
聡
さ
ん
は
神
奈
川
県
出
身
！
　
山
に
ウ
ガ
ン
（
御

嶽：

グ
ス
ク
）
を
築
き
、
海
の
水
平
線
に
ニ
ラ
イ
カ
ナ
イ
を
信
じ
る

琉
球
・
沖
縄
の
自
然
や
民
俗
文
化
を
、
陶
芸
を
と
お
し
て
表
現
し
よ

う
と
こ
こ
ろ
み
ま
す
。

沖
縄
フ
ァ
ン
、
沖
縄
に
あ
こ
が
れ
る
み
な
さ
ん
、
こ
れ
を
機
会
に

ウ
チ
ナ
ー
を
“
陶
芸
”
と
い
う
形
で
身
近
に
置
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

シ
ー
サ
ー
、
ダ
チ
ビ
ン
（
旅
行
用
酒
瓶
）
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家

庭
用
品
も
ご
要
望
（
大
き
さ
や
形
、
ご
予
算
な
ど
）
を
聞
き
な
が
ら

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

2月21日発　299,000円
3月21日発　328,000円
3月28日発　328,000円
成田5チェナ温泉③タルキートナ（マッキンリ
ー眺望）①6アンカレッジ①5①
定員20名（最低実施人数10名）
添乗員同行

●アラスカでは12月には日照時間が3時間。こ
んな場所でも強く、たくましく生活している人々
も動植物もいます。こんな極寒の土地だから神秘
的なオーロラも出現します。このような土地でも
生活しても心豊かに温かく皆様を迎えてくれる、
現地の人々と交流も楽しみます。日本では絶対に
味わえない大自然の体験・交流をお楽しみくださ
い。今年は14年ぶりにオーロラが良く見える当
たり年。是非この機会にご訪問ください。

2月 4日発 398,000円
3月25日発 399,000円
各地5クィーンズタウン②6テ・アナウ①
6マウントクック③5①

定員20名（最低実施人数10名）
添乗員同行（成田・名古屋・大阪・福岡から同時
発着）

●標高3000ｍを超える山々が連なるサザン・ア
ルプス山脈の中で国を代表する名峰がマウントク
ック山。そのマウントクック山の麓の村マウント
クック・ホテルハーミテージ（通常では1泊する
ことすら難しいとされています。それ程のサービ
ス、山の眺望、景観を誇る世界的にも有名なホテ
ルです。今回は特別に全員山側のお部屋をご用意
いたしました）に3連泊し、山と華をゆっくりお
楽しみいただきます。

5月31日発　320,000円
成田5アテネ②海辺の町ナフプリオン①5サ
ントリーニ島②5イスタンブール①5①成田
15名様より実施
★遺跡の宝庫ペロポネソス半島へ。

2週間研修　1名から参加可
3月10日発（16日間）388,000円（学生）
8月 4日発（16日間）440,000円（予価）

1週間研修　家族、友人と2名参加
3月25日発（10日間）299,000円（学生）
8月12日発（10日間）360,000円（予価）
◆両コースとも最低実施人数4名。
添乗員は同行せず。社会人は＋5,000円。
研修を受けない同行家族は－49,000円。
★メルボルン・ランゲッジ・センター通学
★中･高・大学生・社会人　参加可
★ホームステイ先は厳選：1家族に日本人1名の
み、1週間研修は2名
★安心の現地体制：現地日本人係員が24時間対
応します。現地で通学、生活ガイダンスも。
★上記以外の出発日の個人やグループの手配も。

冬の夜空を彩る神秘的自然現象 憧れのマウントクック「ホテル･ハーミテージ」に3連泊 神話の世界を巡る歴史の旅 オーストラリア

ふじもとすみえ。家庭科教育
研究家。日本ＡＡＬＡ理事　

（

（

q

w

e

r

t

y

ベトナム

連載29
かもがわ出版「家庭でできるエスニック料理」より

ハ
イ
サ
イ
　
沖
縄
の
お
薦
め
十
九
三
窯
ヤ
イ
ビ
〜
ン
!!

郷土のおすすめ特産品 

物産紹介 第5回 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
英
語
研
修

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
州
の
州
都
メ
ル
ボ
ル
ン
。
治
安
が
よ
く
文
化
レ
ベ
ル
も
高
い
街
。
イ
ギ
リ
ス
経
済

誌
「
ザ
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
で
「
世
界
一
住
み
や
す
い
都
市
」
に
選
定
。
教
員
退
職
後
に
参
加
さ
れ
た
石
澤
さ
ん
と
中

学
生
の
鎌
田
さ
ん
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
体
験
談
を
寄
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

オスマン帝国の都、奇岩の街カッパドキアでハイキング

4月19日　285,000円
5月17日　295,000円
成田5イスタンブール②6アンカラ6カッ
パドキア③コンヤ①6アンタルヤ②5①成田
定員20名（最低実施人数15名）
★ヨーロッパとアジアの十字路イスタンブールで
壮大な史跡めぐり。カッパドキアでゆったり3泊。
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日
本
国
憲
法
と
私
は
同
じ
年
で

す
。
一
九
四
六
年
十
一
月
に
憲
法

が
公
布
さ
れ
、
翌
年
五
月
に
施
行

さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
六
〇
年
余
の
間
に
、
世
の

中
は
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
り
ま
し

た
。
科
学
の
進
歩
に
は
目
を
見
張

る
も
の
が
あ
り
ま
す
。「
鉄
腕
ア

ト
ム
」
に
描
か
れ
た
夢
の
よ
う
な

世
界
が
現
実
の
も
の
と
な
り
、
子

ど
も
の
こ
ろ
に
は
、
家
の
中
に
な

か
っ
た
も
の
が
、
今
や
所
狭
し
と

空
間
を
埋
め
て
い
ま
す
。

世
界
中
を
瞬
時
に
繋
ぐ
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
、
幼
稚
園
児
も
器
用
に

使
い
こ
な
し
て
い
る
携
帯
電
話
、

近
い
将
来
宇
宙
観
光
旅
行
も
始
ま

る
と
か
。

し
か
し
、
一
方
で
は
、
大
国
が

富
と
資
源
を
独
占
し
、
飢
餓
や
貧

困
を
拡
大
し
て
い
ま
す
。
化
石
燃

料
を
湯
水
の
よ
う
に
使
い
、
環
境

悪
化
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

ま
た
資
源
確
保
の
た
め
に
戦
争
や

紛
争
を
継
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
石

川
駐
日
大
使
閣
下
に
登
場
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
国
民
の
大
多

数
の
幸
せ
の
た
め
に
、
様
々
な
施

策
が
進
め
ら
れ
て
い
る
様
子
を
生

き
生
き
と
お
話
い
た
だ
き
ま
し

た
。
南
米
か
ら
“
熱
い
旋
風
”
が

吹
い
て
く
る
の
を
感
じ
ま
し
た
。

今
の
生
活
は
確
か
に
六
〇
年
前

に
比
べ
る
と
夢
の
よ
う
な
世
界
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
国
民
の
大
多

数
が
幸
せ
に
な
る
よ
う
な
健
康
で

文
化
的
な
施
策
が
行
わ
れ
て
い
る

で
し
ょ
う
か
？

ま
し
て
や
日
本
を
「
戦
争
す
る

国
」
に
作
り
変
え
る
憲
法
の
改
悪

は
、
断
じ
て
許
せ
ま
せ
ん
。（

Ｍ
Ｋ
）

入
社
し
て
早
一
年
と
八
ヶ
月
が

経
ち
ま
し
た
。
時
が
経
つ
の
は
あ

っ
と
い
う
間
で
す
が
、
今
ま
で
を

振
り
返
る
と
、
一
日
一
日
が
鮮
明

に
思
い
出
せ
る
ほ
ど
中
身
が
凝
縮

し
て
い
ま
す
。

先
月
、
旅
行
業
協
会
主
催
の
ベ

ト
ナ
ム
商
品
企
画
現
地
調
査
団
員

と
し
て
、
中
部
に
あ
る
ダ
ラ
ッ
ト

と
ニ
ャ
チ
ャ
ン
と
い
う
街
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
高
原
リ
ゾ
ー
ト
と

呼
ば
れ
る
ダ
ラ
ッ
ト
は
ホ
ー
チ
ミ

ン
か
ら
約
一
時
間
飛
ん
だ
と
こ
ろ

に
あ
り
、
一
年
中
爽
や
か
な
気
候

で
と
て
も
快
適
に
過
ご
せ
ま
す
。

街
の
中
心
に
は
湖
が
あ
り
、
花
々

も
た
く
さ
ん
咲
い
て
い
る
の
で
散

策
は
楽
し
い
。
ま
た
、
海
に
面
し

て
い
る
ニ
ャ
チ
ャ
ン
に
は
六
キ
ロ

に
亘
る
ビ
ー
チ
の
向
こ
う
に
島
々

が
点
在
し
て
い
て
、
釣
り
や
シ
ュ

ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
な

ど
が
楽
し
め
ま
す
。
ど
ち
ら
の
街

も
リ
ゾ
ー
ト
地
と
い
う
感
じ
で
、

ヴ
ァ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
楽
し
む
に
は

も
っ
て
こ
い
の
街
で
す
。
歴
史
や

平
和
を
学
ん
だ
あ
と
に
、
ち
ょ
っ

と
足
を
伸
ば
し
て
み
る
の
も
い
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

今
回
の
調
査
で
は
、
肌
で
触
れ

て
初
め
て
分
か
る
ベ
ト
ナ
ム
の
魅

力
を
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
て
、

こ
の
よ
う
な
機
会
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
今
回
吸
収
し
て
き
た

こ
と
を
役
立
つ
情
報
と
し
て
、
旅

行
や
企
画
の
中
に
も
反
映
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

（
う
ち
だ
　
あ
か
ね
・
営
業
部
）

保
養
地

バ
ー
ト
・
リ
ー
ベ
ン
ヴ
ェ
ル
ダ

心
な
ら
ず
も
入
院
す
る
破
目
と
な

り
、
退
院
し
た
病
院
の
勧
め
で
、
療

養
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
や
っ
て
来
た
の
が
、
こ
の
バ

ー
ト
・
リ
ー
ベ
ン
ヴ
ェ
ル
ダ
と
い
う
、

近
隣
村
落
合
わ
せ
て
一
一
、
〇
〇
〇

人
の
小
さ
な
町
で
す
。
首
都
ベ
ル
リ

ン
か
ら
南
へ
一
二
〇
キ
ロ
に
位
置
し

ま
す
。
更
に
南
へ
六
〇
キ
ロ
下
れ
ば

ド
レ
ス
デ
ン
で
す
。

鉄
分
を
多
く
含
ん
だ
土
壌
を
利
用

し
て
、
泥
風
呂
療
養
所
が
こ
の
地
に

作
ら
れ
て
か
ら
、
今
年
で
ち
ょ
う
ど

百
年
と
な
り
ま
す
。
東
独
崩
壊
後
、

西
側
企
業
の
資
本
が
入
っ
て
リ
ー
ベ

ン
ヴ
ェ
ル
ダ
は
、
健
康
・
医
療
の
町

と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
町
興
し
に

も
成
功
し
た
例
と
い
え
ま
す
。
伝
統

的
な
泥
療
法
と
、
近
代
的
な
医
療
・

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
施
設
を
兼
ね
備
え
た

二
百
人
収
容
の
リ
ハ
ビ
リ
・
ク
リ
ニ

ッ
ク
が
、
従
来
の
瀟
洒
（
し
ょ
う
し

ゃ
）
な
建
物
の
隣
に
ま
ず
作
ら
れ
、

元
の
家
屋
は
拡
張
さ
れ
て
、
中
毒
等

で
悩
む
人
々
の
為
の
精
神
病
院
に
な

り
ま
し
た
。

更
に
そ
の
隣
の
改
装
中
の
建
物

は
、
町
が
建
て
た
二
つ
目
の
老
人
ホ

ー
ム
と
な
り
ま
す
。
ま
た
近
く
に
は
、

Ｅ
Ｕ
の
援
助
を
受
け
て
昨
年
、
一
般

利
用
者
向
け
の
ヘ
ル
ス
・
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
、
今
年
に
入
っ
て
別

の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
誕
生
し
ま
し
た
。

町
を
歩
け
ば
、
内
科
か
ら
歯
科
ま
で
、

随
所
に
個
人
診
療
所
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
こ
か
ら
各
地
に
出
荷

さ
れ
る
ミ
ネ
ラ
ル
・
ウ
オ
ー
タ
ー
は

町
の
知
名
度
が
高
く
、
将
来
、
釣
り

や
ハ
イ
キ
ン
グ
と
い
っ
た
野
外
ス
ポ

ー
ツ
に
も
力
を
入
れ
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

四
つ
星
級
ホ
テ
ル
？

外
科
と
リ
ュ
ー
マ
チ
を
専
門
分
野

と
す
る
、
当
の
フ
ォ
ン
タ
ー
ナ
・
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
や
っ
て
来
る
「
患
者
」

さ
ん
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ド
イ
ツ
の
医

療
保
険
制
度
を
利
用
し
、
本
人
負

担
が
な
く
、
交
通
費
も
支
給
さ
れ

ま
す
。
以
前
は
四
週
間
だ
っ
た
そ

う
だ
が
、
現
在
で
は
三
週
間
が
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
。
知
人
は
昔
、
何
か
を

患
っ
た
お
陰
で
、
四
年
に
一
度
、
六

週
間
の
保
養
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
に
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
が
自

己
負
担
で
、
一
緒
に
保
養
に
み
え
る

御
夫
妻
も
い
ま
す
。
全
員
に
、
シ
ャ

ワ
ー
、
ト
イ
レ
、
バ
ル
コ
ニ
ー
付
き

の
個
室
を
あ
て
が
わ
れ
、
冷
蔵
庫
や

テ
レ
ビ
、
洋
服
箪
笥
の
奥
の
セ
ー
フ

ま
で
付
い
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
四
つ

星
級
の
ホ
テ
ル
の
室
内
と
見
ま
ち
が

う
程
で
す
。

保
養
者
達
が
町
を
散
歩

こ
こ
で
の
日
課
は
、
そ
の
人
に

応
じ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
、

グ
ル
ー
プ
体
操
や
プ
ー
ル
で
の
運

動
に
参
加
し
た
り
、
個
人
指
導
や

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
受
け
た
り
、
泥
踏

み
、
泥
揉
み
、
泥
パ
ッ
ク
な
ど
を

し
た
り
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

普
通
の
病
院
と
違
っ
て
、
普
段
着

や
お
洒
落
な
ス
ポ

ー
ツ
・
ウ
ェ
ア
で
、
杖
有
り
、
杖
無

し
の
保
養
者
達
が
町
を
散
歩
し
て
い

る
の
も
、
一
つ
の
光
景
で
す
。

体
の
不
自
由
な
人
達
を
介
護
し
て

い
る
人
の
中
に
は
、
看
護
士
さ
ん
で

も
な
い
若
い
人
々
が
い
ま
す
。
彼
等

は
、
こ
れ
が
ア
ビ
ト
ウ
ー
ア
（
大
学

入
学
資
格
）
取
得
の
一
教
科
に
も
な

る
地
元
の
高
校
生
だ
っ
た
り
、
兵
役

代
わ
り
に
こ
う
し
た
市
民
奉
仕
を
す

る
若
者
で
す
。

（
ま
つ
や
ま
　
ふ
み
こ
・
ベ
ル
リ
ン
在
住
）

 
 

昨年秋に行った
大阪と東京の写
真交歓会では、
ご参加の皆さん
の投票で下記の
方々の写真が入
賞されました。

第12回オートルート参加

後藤恵美子様
ツール･マッターホルン参加

田辺茂子様

ヒュッテハイキング参加

大和久勇様
第12回オートルート参加

近藤道男様

冬のアラスカ参加・植村好清様

松山文子

2月 5日（日）発 355,000円
3月19日（日）発 379,000円
利用航空会社：ＫＬＭオランダ航空　
定員15名（最少催行人員10名）
添乗員同行（成田空港より）
成田・関空5ボローニャ③7フィレンツェ②
7ローマ②5①成田・関空

★成田・関西空港発着
★革新自治体ボローニャの生活協同組合（高齢者
センターや障害者組織）訪問と「人民の家」を
見学します。

★社会的協同組合について、専門家からのレクチ
ャーを実施します。

★世界遺産フィレンツェと
ローマの歴史地区を見学
します。

3月23日発　350,000円
利用航空会社：スカンジナビア航空　
定員15名（最少催行人員10名）
添乗員同行
成田5アムステルダム③5コペンハーゲン
6ハルムスタッド③5①成田

★介護保険をはじめて創設したオランダの施設・
在宅ケアの各部門見学と高齢者向けの住宅改
造、職業斡旋所を見学します。

★完全なバリアフリーを目指すスウェーデン南部
の地方都市(ハルムスタッド)の地域介護を見学。

★アンネの日記で有名なアンネ･フランクの家や
国立博物館、王宮などア
ムステルダム市内見学。
ご希望の方はゴッホ美術
館へご案内いたします。

4月10日発 299,000円
5月 8日発 329,000円
5月15日発 346,000円　
成田5フランクフルト①6ローテンブルグ①
6ホーエンシュバンガウ②6ガルミッシュパ
ルテンキルヘェン②7ミュンヘン①5①成田
定員20名（最低実施人数10名）

★ロマンチック街道とアルペン
ルートを行くドイツだけの旅
★春の息吹を感じる季節にヨー
ロッパバスと列車で訪れる
★60歳以上の皆様にはシニア
割引として旅行代金より一万
円引き。60歳以上のご夫妻
でご参加の場合は、お一人様
2万円引き

2月7日、3月21日発
278,000～305,000円　
定員15名（最低実施6名：現地ガイドがご案内）
※10名以上で添乗員同行
成田5ワルシャワ①7クラクフ②5ウイー
ン①5成田

★終日かけて、じっくりアウシュビッツ強制収容
所とビルケナウ収容所を見学します。

★大戦の戦禍からよみがえったワルシャワの旧市
街と平和史跡を見学します。

★オーストリアのウイ
ーン市内を見学しま
す。音楽の都ウイー
ンで、自由時間に市
内散策や、音楽鑑賞
の時間があります。

革新自治体の福祉施策をみる 介護システムと地域介護を考える シニア割引の特別コース　路線バスと列車で行くのんびり旅 ポーランド・オーストリア平和の旅

内田　茜

ドイツ

「世界の山々をあるく」「世界の山々をあるく」

3月25日（土）
13時～16時　

春～秋のハイキング、トレ
ッキング、ウォーキング、
自然を楽しむ旅
今年のコースをビデオや写
真を使ってお披露目しま
す。小グループや個人旅行
のご相談もどうぞ！
○詳細や参加希望の方は事
前に担当：市村／原沢へ

     

 

ニャチャン空港にて

延泊できます

一等賞

二等賞

四等賞

三等賞

五等賞
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ベ
ト
ナ
ム
戦
争
を
遂
行
す
る
た
め

に
ア
メ
リ
カ
政
府
は
延
べ
六
五
〇
万

人
の
若
者
を
動
員
し
、
直
接
戦
争
に

参
加
さ
せ
た
。
ピ
ー
ク
時
に
は
南
ベ

ト
ナ
ム
の
地
に
五
四
万
三
四
〇
〇
人

の
ア
メ
リ
カ
兵
が
駐
屯
し
て
い
た
。

（
ア
メ
リ
カ
陸
軍
の
七
〇
％
、
海
兵
隊

の
六
〇
％
、
空
軍
の
六
〇
％
、
海
軍

の
四
〇
％
、
二
万
二
〇
〇
〇
の
ア
メ

リ
カ
企
業
が
直
接
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

従
軍
し
て
い
た
。）
ア
メ
リ
カ
は
戦
争

中
、
七
八
五
万
ト
ン
の
爆
弾
を
ベ
ト

ナ
ム
に
落
と
し
、
七
五
〇
〇
万
リ
ッ

ト
ル
の
枯
葉
剤
（
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を

含
む
）
を
南
ベ
ト
ナ
ム
の
森
林
や
農

村
、
田
畑
に
ば

ら
撒
い
た
。

ア
メ
リ
カ
が

北
ベ
ト
ナ
ム
に

落
と
し
た
爆
砲

弾
は
、
ベ
ト
ナ

ム
の
各
施
設
を

破
壊
し
つ
く
し

た
。
高
等
学
校

か
ら
大
学
ま
で

の
各
学
校
二
九

二
三
校
、
病
院
、

産
院
、
診
療
所

一
八
五
〇
ヶ

所
、
教
会
四
八

四
ヶ
所
、
神
社
、

寺
四
六
五
ヶ

所
。現

在
も
正
確

な
統
計
は
出
て

い
な
い
が
、
ベ

ト
ナ
ム
戦
争
中

お
よ
そ
三
〇
〇

万
人
近
く
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
死
亡
、

四
〇
〇
万
人
の
ベ
ト
ナ
ム
人
が
負
傷

し
、
五
万
八
千
人
以
上
の
ア
メ
リ
カ

兵
が
死
亡
し
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
人

民
に
も
た
ら
さ
れ
た
戦
争
の
後
遺
症

は
あ
ま
り
に
深
く
、
計
り
知
れ
な
い
。

今
日
、
私
達
は
過
去
を
見
つ
め
な
お

し
、
歴
史
を
学
び
、
決
し
て
恨
み
を

呼
び
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
。

な
ぜ
な
ら
、
ベ
ト
ナ
ム
の
地
に
再

び
、
あ
の
悲
惨
な
光
景
が
蘇
る
こ
と

の
な
い
よ
う
に
。
ま
た
、
そ
れ
は
私

達
の
地
球
上
の
ど
ん
な
場
所
で
も
繰

り
返
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

と
記
し
て
い
ま
す
。

『
二
〇
〇
五
年
八
月
二
七
日
　
群

馬
県
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
・
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
連
帯
委
員
会

「
ベ
ト
ナ
ム
人
民
の
創
意
あ
る
戦

い
で
見
事
に
ア
メ
リ
カ
帝
国
主
義
を

打
ち
破
り
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
た

こ
と
を
、
こ
の
地
を

訪
問
し
て
改
め
て
実

感
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

日
本
人
民
（
群
馬

も
含
む
）
と
の
連
帯

を
ま
す
ま
す
深
め
ア

ジ
ア
に
よ
り
大
き
な

平
和
を
築
く
と
こ
と

を
期
待
し
、
と
も
に

手
を
た
ず
さ
え
て
奮

闘
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
す
。」』
と
展
示
館

に
記
帳
し
て
き
ま
し

た
。南

ベ
ト
ナ
ム
解
放

戦
線
・
南
部
中
央
局

跡
地
に
最
近
造
ら
れ

た
展
示
館
に
記
帳
台

が
設
置
し
て
あ
り
、

各
地
か
ら
訪
れ
る
訪

問
者
が
記
帳
し
て
い

く
の
で
す
。
展
示
館

の
管
理
者
は
私
達
に
、
こ
の
展
示
館

を
訪
問
し
た
の
は
日
本
人
と
し
て
初

め
て
だ
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
私
達
、

訪
問
者
五
人
は
、
こ
の
地
を
日
本
人

と
し
て
初
め
て
訪
問
で
き
た
こ
と
を

誇
り
に
思
い
ま
し
た
。
ベ
ト
ナ
ム
訪

問
者
の
多
く
は
ク
チ
ま
で
は
来
る
の

で
す
が
、
そ
れ
か
ら
北
西
の
方
向
に

百
キ
ロ
以
上
、
タ
イ
ニ
ン
か
ら
六
四

キ
ロ
も
北
西
に
あ
る
南
部
中
央
局
ま

で
は
、
一
日
が
か
り
の
旅
に
な
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
こ
の
地
ま
で
は
な
か

な
か
訪
問
し
ま
せ
ん
。
で
も
一
日
か

け
て
も
、
こ
の
地
を
訪
問
す
る
価
値

が
あ
り
ま
し
た
。
タ
イ
ニ
ン
を
過
ぎ
、

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
国
境
付
近
に
い
っ
た

時
、
黒
雲
が
た
ち
こ
め
続
い
て
大
雨

が
押
し
寄
せ
て
き
ま
し
た
。
大
雨
の

中
、
目
的
地
に
到
着
、
展
示
館
、
か

つ
て
の
南
ベ
ト
ナ
ム
解
放
戦
線
作
戦

基
地
（
か
や
ぶ
き
の
掘
立
て
小
屋
）

を
見
学
し
た
時
、
じ
ー
ん
と
胸
に
来

る
熱
い
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。
展
示

館
に
は
一
九
六
〇
年
か
ら
七
五
年
ま

で
の
歴
史
的
軍
事
資
料
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
後
も
、
ベ
ト
ナ
ム
の
企
画
に
南

部
中
央
局
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

（
す
ず
き
　
き
ょ
う
じ：

群
馬
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
連
帯
委
員
会
）

群
馬
県
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
の
平
和
村
訪
問

は
四
度
目
に
な
り
ま
す
。
一
年
お
き

に
訪
問
し
て
い
る
の
で
七
年
ぶ
り
の

訪
問
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
こ
の
施

設
の
村
長
さ
ん
の
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・

タ
ン
・
フ
ォ
ン
さ
ん
と
も
親
し
い
間

柄
に
な
り
ま
し
た
。
枯
葉
剤
に
よ
る

戦
争
の
傷
跡
を
残
す
子
孫
が
一
二
〇

人
収
容
さ
れ
て
お
り
元
気
に
学
園
生

活
を
送
っ
て
い
る
姿
に
触
れ
、
心
が

温
ま
る
思
い
で
し
た
。
ま
た
、
二
年

後
の
再
会
を
誓
っ
て
学
園
を
あ
と
に

し
ま
し
た
。

日本5ホーチミン①6カンザー①ホーチミン
①5①5日本

140,000～210,000円
★ベトナム第2の都市ホーチミン市でたっぷり2日間
★枯葉剤の被害から蘇ったマングローブ林のカンザーへ
★延泊手配も可能です

日本5ハノイ6ハロン湾②6ハノイ②5

①5日本

142,000～220,000円
★世界遺産の景勝ハロン湾をクルーズ
★ハノイでは緑濃い歴史の街をたっぷり２日間

日本5フエ②6ダナン6ホイアン②6ダ
ナン5ホーチミン5①5日本

180,000～235,000円
★世界遺産のフエ王宮、ホイアンの旧日本人町、ミー
ソンのチャム遺跡見学

★ホイアンでは白浜のビーチリゾート

日本5ハノイ②6ハロン湾帆船①8ハロン
①6ハノイ5ホーチミン②5①5日本

142,000～210,000円
★ハロン湾のジャンク（平底の帆船）に宿泊。朝日・
夕日に墨絵のように広がる2000の奇岩を堪能

★ハノイ、ホーチミン市もタップリ2泊

2月20日発・195,000円　3月20日発・197,000円
成田・関西5シェムレアプ③5ホーチミン市
①5①5成田・関西
定員15名（最低実施10名）

★アンコールワット、アンコールトムなどのクメ
ール遺跡群を2日間じっくり見学

5月2日（火）～7日（日）
ハノイ＆マイチャウコース　238,000円
ハノイ＆ハロン湾コース　　243,000円
定員30名（最少実施人数20名）
添乗員同行します。

◆4回目を迎えるベトナムツアー＆コンサート。
解放30周年記念式典で「国際平和友好勲章」
を授与された横井さんが全日程同行。ベトナム
への連帯と平和への思いにあふれる旅
◆枯葉剤の子供たちがリハビリに励む施設「平和
村」での交流とコンサート。広島から寄せられ
た車椅子も贈呈予定。新たな連帯と支援を。
◆ハロン湾コースとともに、ベトナムの「桃源郷」
と呼ばれるマイチャウコースを企画、滞在。日
本の昔話に出てくるような片田舎に、高床式の
伝統家屋で暮らす少数民族と交流

アンコール遺跡群を訪ねる

ア
ジ
ア
の
同
胞
と
し
て
、
世
界

の
苦
悩
を
過
去
に
持
つ
国
へ
の
旅

で
あ
っ
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
達
の
導

き
の
下
、
長
い
他
民
族
支
配
か
ら

解
放
さ
れ
た
ベ
ト
ナ
ム
民
族
は
、

最
後
に
米
軍
に
勝
利
し
、
民
族
悲

願
の
独
立
・
平
和
・
民
主
ベ
ト
ナ

ム
を
成
し
遂
げ
た
。
今
は
勤
勉
で

生
き
生
き
と
し
た
健
全
そ
の
も
の

の
国
民
性
に
夫
婦
共
々
感
激
の
連

続
だ
っ
た
。
二
人
旅
で
あ
っ
た
が
、

通
訳
、
運
転
手
さ
ん
が
親
切
で
最

高
で
し
た
。
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
は
す

ご
い
活
気
に
溢
れ
て
い
て
、
夜
は

オ
ー
ト
バ
イ
一
台
に
家
族
三
、
四

人
が
乗
り
、
洪
水
の
よ
う
に
夕
涼

み
に
繰
り
出
す
。
見
学
し
た
戦
争

証
跡
博
物
館
で
、
改
め
て
大
国
の

侵
略
を
憎
ん
だ
。

次
に
古
都
フ
エ
へ
飛
び
、
世
界

遺
産
の
壮
大
な
宮
廷
に
目
を
見
張

り
、
一
七
度
線
非
武
装
地
帯
を
見

学
。
ホ
イ
ア
ン
市
内
の
市
場
、
昔

の
日
本
人
町
の
面
影
を
残
す
日
本

橋
な
ど
。
海
岸
は
リ
ゾ
ー
ト
地
と

し
て
開
発
中
と
か
。

全
体
と
し
て
、
失
業
も
犯
罪
も

な
い
と
い
う
新
世
界
は
、
見
ご
た

え
が
あ
っ
て
心
か
ら
満
足
の
ゆ
く

旅
で
あ
っ
た
が
、
現
地
四
日
間
は

八
〇
歳
の
老
人
に
は
「
も
う
一
日
、

二
日
ほ
し
い
」
と
思
わ
れ
た
。

（
は
っ
と
り
　
て
つ
お
・
よ
う
こ
　
東
京
都
）

南ベトナム解放戦線中央局（COSNVN）展示館にて

ベトナム建国60周年記念日（9月2日）を祝う

戦
争
証
跡
博
物
館
の
資
料
か
ら
見
た
ベ
ト
ナ
ム
戦
争

四
度
目
の
タ
イ
ニ
ス
ア
ン
平
和
村
訪
問

日
本
人
と
し
て
初
め
て
の
南
部
中
央
局
訪
問
者

ベ
ト
ナ
ム

今
回
は
全
土
解
放
三
〇
周
年
・
建
国
六
〇
周
年
を
迎
え
た
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
し
ま
し
た
。

友
好
平
和
歴
史
の
旅鈴木

恭
二

各コース共通：成田・関西
空港は毎日出発、福岡空港
からは毎週火・木曜日出発

現地では全行程同行の日本語ガイド・専用車の気まま旅 ご夫婦・ご家族で、小グループなら旅行費用もなおお得！

2月20～27日　237,000円
成田5バンコック5ビエンチャン②5ルア
ンパバン③5ビエンチャン①5①5成田
定員25名（最低実施15名）

★「微笑みの国」「アジアの原風景」ラオス。

写真家・丹野章先生同行　写真家ユニオン企画

二
人
旅

服
部
哲
夫
・
洋
子

ベ
ト
ナ
ム

5月連休 平和の歌をベトナムで、そして世界へ


